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二台のピアノほよる実践教育ほついて　皿

吉　　名　　重　　美＊

　　　　　　　　Shigemi　YosHINA

APractica1Ed－ucationwithTwoPianos皿

〔キーワード：二台のピアノ、P1ano　duo〕

I　序　　論

　「二台のピアノによる実践教育I」1及び「皿」2にお

いて、筆者は二台のピアノによる合奏について論じた。

前論文「I」、「1皿」における内容は以下のように要約で

きる。

　音楽が社会に存在する最大の理由は、「音」を通した

人間相互のコミュニケーションに他ならないと考えられ

る。ピアノによる「合奏」では、まず奏者二人の創造へ

の意志同調が基礎となっている。この同調は決して容易

な妥協ではないと考える。楽器として、他のどの楽器よ

りも高い表現可能な能力を持っピアノは、多くの人の協

力のもとで作りあげられるオーケストラ曲を、一人で、

また二人で演奏することも可能である。そして技術的に

いくらか未熟であっても演奏し、相手と一緒に音楽を生

み出していくことが可能である。また日本の西洋音楽は

明治期、精神も何もないところから始まったことにより、

テクニック中心となったと言われている。このようなテ

クニックのみの弊害にっいての欠点を除く為に、二人で

演奏し、教師のテクニックと学生のテクニックの一致を

試み、音楽的充実と精神の充実を完成させる方向に指導

する。そのためには、何が重要かということを論じた。

また、P乞απo1⊃αo幸1の魅力であるかそけき感情の伝達

は、何を創造するのかを考察し、次のように結論した。

　P1απo　Dωoを二人でする行為は、音覚とも呼ぷべき

ものを合奏で作り上げる事である。上記を研究するため

に、我々はBαグ乙∂為，B．（1881－1945）の作晶を中心とし

て、P6απo　Dαoの楽しさと魅力そして技術面の充実に、

先達のテクニックから学びとってきた。音覚を生成する

ためには、教師と学生のP6απo　Dαoが存在し、学生

が次の世代の教師となり、学生とP乞απ0Dひ0を組む

事によって、我々の現在の音楽文化の伝達が、脈々と受

け継がれるのである。また筆者の研究室における実践教

育の歴史として、演奏会活動にっいても記述した。

　今回この小論では、上記の内容をふまえて“rωSoれ

d’伽θ”を、なぜP乏απo　Dαoをするのかにっいて、言葉

を伴わない意志⑧伝達及び感情の表現の一端を、二台四手、

二台八手のピアノ作晶を基に、二人の偉大な音楽家Hαπs

〃o肋肋α雌rとEmθ8左〃6杭の著作より考察する。

■　演奏曲目

■一1　演奏曲目一筆者と学生の演奏活動

⑧1987年7月7日

①〃ozαれ，肌λ．二Soπαω∫or2がαπ08，K．o．448

　　（375a）

②8α柵一Sα肋8，C．C．1γαr乞ατ乏oπ8∫or2がαπ08

　0π流θ肋θ肌θo！Bθθ肋oびθ犯，0＝ρ．35

③S肌θ乙απα，尺二S0πα広α杭0πθ肌0ひθ肌θ枕∫0r

　2。ρ乞απ088んαπ∂8

④SC肋肌αππ，月．λ．二λ〃α耐θα〃γαれ肋0π8

　！or2μαπ08，0＝ρ．46

⑤Gθr8んω加，G．二Eん㎎sodニソ加BZ鵬

⑧1988年9月29日

⑥〃02αれ，W．λ．二肋gθ∫or2ρ主α几os，K．o．426

⑦〃02α材，肌λ．』αrg鮒0α〃〃Zθgr0乞πES

⑧Bαグτ∂ん，B．jSωθπρ乏θcθs介o肌W伽o為08肌os”

＊　島根大学教育学部音楽研究室
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⑨0んo一ρ加，F．F二月o〃o∫oグ2がαπ08，0＝ρ．73

⑪K肋Zαα，Fr．二Soπα乙加！oグ2がαπ08，0p．20

　1Vグ．3

⑪Sα主耐一Sα餉8，C．C．lCα閉ωαZo∫伽ル6mαZ8

・1989年9月25日

①〃02αれ，肌λ．二Soπα玄α∫or2がαπ08，K．ひ．

　448　（375a）

⑫Sα乞肋一Sα餉8，0．0．jScん㈹o∫or2ρ乏απ08，

　0p．87
⑬Gθr8んω杭，G．二λπλ肌θグ乞cα几加Pα桃

⑭Dθわ棚ツ，0．1肋別α肌砿Woかρo〃2ρ1απ08

⑮抄αん肌8，山Soπαむα∫or2がαπ08ψθr伽

　Q〃枕勿，0p．346

・1990年9月20日

⑯1）θ6鵬8ツ，0．jpθ批θ8α加一

⑰Dθ6鵬8ツ，0．jpグεZ〃θaZ’α二ρrさ8一肌｛d三♂ひπ

　∫ααπθ

⑤Gθr8んω加，G．二Eんαρso勿加BZ鵬

②8α乞脈8α餉s，0．0．二γαれα左乏oπs∫or2ρ三απos

　oπ肋θ肋θ肌θo∫Bθθ流oo肌，0p．35

⑱Bαr乞6為，B．二Sα加∫or2がαπ08，0p．46

⑧1992年8月31日

⑲αθ肌θ棚，〃．二8oπα地∫oグ2ρ主α几08，0＝ρ．12－5

⑳〃舳α〃，1）．jScαrα肌oαcんθ0p．1656

⑨0んoρ肋，F〃月oπdo∫or2μαπ08，0＝ρ．73

⑳8cんひ肌αππ，月．j6肋〃θs杭伽∫or肌oゾα

　0αηoπ，0p．56

⑧Bαr肋，B．18θ閉ρゴθCθ8介0肌W泌r0ん0S肌0S”

⑳Fグαπcゐ，0．lSツ肌＝ρん㎝乞8cんθγαr乞α左乏㎝θπ！か

　KZω乞θグαπd　Orc加s胞グ

・1994年3月22日

⑳αθ肌θ加，〃二8oπ肋2がαπ08，0θωrθ1－6

⑦〃02αれ，肌λ．』αグg倣0απ∂λ〃昭r0乏π亙8

⑳奥村一：：二台のピアノのための屋台ばやし

⑳間宮芳生：二台のピァノのための三章

⑳〃02αれ，肌λ．10o肌θ材2がαπosα〃orcんθ8－

　6rα，K．び．365

⑤Gθグsんω加，G．二肋α二ρ80勿杭BZ鵬

藺1994年12月18日

⑲αε肌θπ虹，〃．二8oπα蛇∫or2一ρゴαπ08，0p．12－5

⑳Bαcん，肌ル8oπ伽∫or2ρ1απ08

⑳ルθπs伽，λ．18α加Wo．1，0p．15

⑳中田暑直無ホ教者の讃美歌

③8肌伽πα，F．二S0παむα杭0πθ肌00θ肌θ耐∫0r

　2一ρ乏απ088んα肌d8

＊上記の演奏会では、第1ピアノを学生が担当し、筆者

が第2ピアノを担当した。ただし③の作品は学生のみ

で演奏をした。

皿一2　演奏曲目についての注解

①1781年オリジナル曲。全音楽譜出版社

②1874年オリジナル曲。D〃α〃＆ぴ社

③1849年オリジナル曲。珊〃乏cん8θπ社

④　1843年　二台のピアノ、二っのチェロ、ホルンの

　ための室内楽曲から、作曲者が改作した作晶。

　Pθ妙8社

⑤　1924年　オリジナル曲。この作晶は元は二台のピ

　アノのために作曲された作晶ではないが、オーケス

　トレーションをGグo加，且がおこなっており、楽譜

　には「オリジナル」と表記してある。Lω加，H．が

　連弾用に編曲をしている。Womθグ抄08．社

⑥　1783年　オリジナル曲。全音楽譜出版社

⑦1781年オリジナル曲。Lαグgθ材oは〃ozα材が

　完成したが、〃Zθgroの提示部で中断され、アレ

　グロの提示部は8むα〃θrによって補完された。全

　音楽譜出版社

⑧　1939年　W伽o為08肌08全6巻”より作曲者自

　身が7曲選び、二台のピアノ用に編曲した作晶。

　Bo08θツ＆Hαω加8社

⑨　1828年　オリジナル曲。Pθ妙8社

⑩1819年原曲はKα〃αα，F．のSoπαむ加で、

　〃θdθZ，λ．が第2ピアノパートを作曲した。

　〃θdθZはK肋Zω作曲の8oπαむ加0p．20，Nα1－

　Nα3及び0＝ρ．55，Nα1－Nα3に第2ピアノパートを

　作曲している。〃θdθZはこれらの作晶に彼の作品

　番号0p．18を付している。Pθ妙8社

⑪　1886年原曲は二台のビアノを中心にした11人の

　奏者で演奏する室内楽曲である。

　Bθ油oω乞Z，E．が二台のピアノ用に編曲した。連弾用

　はGαr6απ，ム．が編曲した。D〃α〃＆ぴ社

⑫　1889年　オリジナル曲。D〃απd＆ぴ社

⑬　1928年　原曲は管弦楽曲であるが、楽譜にはオリ

　ジナル版と記されている。Wo肌θr抄08．社

⑭　1915年　オリジナル曲。D〃α〃＆ぴ社

⑮　1864年　オリソナル曲。最初は弦楽五重奏曲とし

　て作曲された。その後に二台のピアノのための作晶

　として書き改められ、さらに、ピァノ五重奏曲とし

　て書き改められた作晶。

⑯　1889年　原曲は連弾曲である。肋88θr，H．が二
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台のピアノ用と、管弦楽曲に編曲した。D〃α〃＆

ぴ社

　1894年原曲は管弦楽曲である。．二台のピアノ用

は作曲者自身が編曲をした。連弾用はEαびθz，〃．

が編曲している。J06θ材，∫社

　1941年原曲は1907年の“弦楽のための組曲0p．

4”で作曲者自身が編曲した。Bo08θツ＆Hαω加8

社

　1784年オリジナル曲。Pθ妙8社

　1937年　オリジナル曲。第一楽章と第三楽章は、

モリエールの喜劇“空飛ぷ医者”のための付随音楽

（0p．165）に基づいている。“二台のピアノのための

組曲”という副題がついている。8αzα6鮒社

　1845年　原曲はSc肋肌α肌π，五．の“ペダル・ピア

ノのための練習曲0p．58である。Dθ6α88ツ，C．λ．

が二台のピアノ用に、また捌棚，G．が連弾用に編

曲をした。D〃α〃＆ぴ社

　1885年　原曲はピアノ協奏曲で1892年に二台のピ

アノ用に作曲者が編曲した。Pθ妙s社

　1780～81年　オリジナル曲。Pθ妙8社

　1966年　オリジナル曲。全音楽譜出版社

　1952年　オリジナル曲。音楽の友社

　1779年　オリジナル曲。Peters社

　1773年頃　オリジナル曲。“協奏する二台のチェ

ンバロのための協奏曲”の副題が付いている。

　Pε妙8社

⑳1890年オリジナル曲。8c加肌εグ社

⑳1963年オリジナル曲。全音楽譜出版社

＊　年代の表記は作曲年代、及び刊行年である。編曲作

晶の場合は原曲の成立年代を示す。

＊　オリジナル曲とは二台のピァノ用として作曲された

作晶のことを示す。

＊　出版社名は演奏会で使用した楽譜の出版社名を示す。

⑦

⑨

⑫

⑭

⑮

⑲

⑳

⑳

⑳

⑳

⑳

⑳

⑳

⑳
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〃0Zα村，W．λ．工αrgθ材0α〃〃Zθgグ0加ES

　0んoρ加，F．F．j月oπdo！or2ρ乞απ08，0p．73

　8αε肌む一8αeπs，C．0．∴Scんθrzo　∫or　2　ρ乏απ08，

01ρ．87

　1）伽88ツ，0．曲BZαπcθ乞1Voかρo〃2ρ1απos

　Bグαんη78，J．二Soπα♂α∫or　2　、ρ三απ08　ψごθr　むんε

Qひ6肋勿，0p．346

　0Zθ肌θ肋三，〃．j8oπατα∫or2ρゴαπ08，0p．12－5

　ルτ”んααd，D．j8cαrα肌oαcんθ0p．1656

　0Zθmθ砿乞，1レτ．j8oπαむθ2ρ三απ08，0θαびrθ1－6

　奥村一：二台のピアノのための屋台ばやし

　間宮芳生：二台のピアノのための三章

　〃ozαグ乙，肌ノ1．二0oπ2θrむ2一ρオαπosαπdorcんθs一

むrα1（．び．365

　1≡書αcん，W．F．j　Soπαむα∫or2ρεαπ08

　λrθπ8為ツ，λ．二8α北θ〃10p．15

　中田暑直　無宗教者の讃美歌

・作曲者自身の手によって二台のピアノ用に編曲された

作晶

原曲は室内楽曲

④8Cんひmα舳，R．λ．一π∂α耐θα〃γα汽α乙三0π8

　！or2がαπ08，0p．46

⑱Bαグ右6ん，B．jSα加∫or2一ρゴαπ08，0p．46

原曲はピアノ独奏曲

⑧Bαグ肋，B．18ωθπ加CεS介0肌“〃んr0ん08肌08”

原曲は管弦楽曲

⑬G㈱んω加，G．一πλ肌θr乏cαπ杭Pαr乏8

⑰Dθ6鵬8ツ，0．二PrεZ〃θ亘Z’αρ桃一肌捌d’απ

　！ωπθ

原曲は協奏曲

⑳ルα几cん，0．二8ツ肌ρんoπ乏8cんθγαグ乏α白oπθπ力r

　KZω6θrαπd　Orcんθ就εr

1I－3　演奏曲目についての分類

④オリジナル曲

①〃ozα材，W．λ．二Soπα¢α∫or2ρ乏απos，K．び．

　448　（375a）

②Sαゴ脈8α肋8，0．0．二γαr乞肋oπ8∫or2ρ乏απ08

　0π挽θ枕θ肌θoゾBθθ挽oひθπ，0＝ρ．35

③8肌物れα，〃80πα如杭0πθ肌0びθ肌θ砿∫0グ

　2ρ乏απ088んαπd8

⑤Gθr8んω加，G．二肋哩80勿加別鵬

⑥〃ozα材，肌λ．二F昭θ∫or2ρ乞απos，K．o．426

・他の作曲者によって二台のピアノ用に編曲された作晶

原曲は室内楽曲

⑪8α1枕一8雄π8，0．0．j0α閉ωαZoμ加λ加肌αZ8

原曲は連弾曲

⑯Dθ6α88ツ，0．二Pθ紡θ8α加

⑧連弾用、二台のピアノ用にそれぞれ異なる作曲者が

編曲した作晶

⑳Sc肋肌αππ，五．二6E伽dθ8加伽∫oグ肌o∫α

　0απoπ，0p．56
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⑧他の作曲者が第2ピァノパートを作曲して、二台用の

作品となる

⑩Kα〃ω，Fr．二8oπα伽θ！oグ2一ρ6απ08，0＝ρ．20

　Nr．3

皿　Hans　Mo1denhauer著「Duo－Pianism」3と

　Ernest　Lubin著の「The　Piano　Duet」4

皿一1　ピアノニ重奏＊2

　ピアノニ重奏は歴史の浅い芸術であり、ごく最近演奏

されるようになった。しかし、木の一番高い小枝のよう

にピアノニ重奏はここ半世紀で急速な発展を見せた。独

特の性質を持っ音楽分野、高度な様式を芸術的に伝達す

る手段、また最も優れたアンサンブルの分野として、ピ

ァノニ重奏は現在認められており、そしてそのようになっ

てきた。

　ピァノニ重奏の急遠な発展は驚くべきことを引き起こ

した。声楽、器楽分野の芸術に活気がなく低迷している

時代、二台のピアノによる演奏は300年間未発達だった

にもかかわらず、一夜にして当時の状態から現在の状態

へとなった。1933年12月、当時ドアノニ重奏家として活

躍していたJ08φ（1874－1944）＆Ros加α（1880－1976）

〃ω杭πθが《珊θ及〃ε》一りこ書いた論文の中で、次

のように述べた言葉から二台のピアノ芸術が始まった。

　「ピアノニ重奏は実際には、まだよく研究されていな

い分野である。おそらくそのことがピアノニ重奏の最も

面白いところである。」

　15年後、〃ω加η。θ，R．はピアノニ重奏にっいての別

の論文《珊θ幼枇0ゾ肋8θ肌61θ》｛2，を書き始める時、

前に述べた考えをどうしても修正せざるを得ないと感じた。

　「ピアノニ重奏は今日の音楽界において、大変重要な

分野となっている。実際、ピアノニ重奏のコンサートに

興味を持つ人が増えている。」

　同じ人がこの二つの論文を書いているということから

比較してみるのは面白いが、考え方が変わっていったこ

とは驚くべきことである。しかし、ピアノニ重奏に大き

な影響力を及ぼした考え方の完全な違いは、音楽評論家

の以下のような思いがけない批評から、正しいことが確

認された。　《0＝ρθrαα〃Co肌鮒》｛3，の本の中で、

〃ω加πθ，月．の文章と同じ内容がよく表されている。

「ピアノニ重奏は今流行しており、演奏家たちが音楽芸

術のこの分野を熱心に研究していることは、注目すべき

ことである。実際に、二台のピアノだけのリサイタルも

開催されるようになった。」

　年代的に、歴史的にみても、16世紀後半の二台のヴァー

ジナルのための作品から、ゲーテの200年祭や、1949年

の夏のアスペンやコロラドで開催された音楽祭に、ピア

ノニ重奏家が出演するようになるまでには長い道のりが

あった。鍵盤楽器の合奏音楽が生まれてから、独立した

独特の方法で音楽を表現していくこの芸術様式が認めら

れるまで、350年以上の月日が流れた。

　しかし、それ以降有名な作曲家たちは二台のピアノの

ための曲を多く作曲していった。ピァノニ重奏のための

オリジナルの作晶がほとんどなく、編曲された作晶が多

すぎるということに対して、常にオリジナルな新しい作

晶が多く生みだされてきたし、探求精神を持っピアノニ

重奏者は古い音楽に光をあて、世に送りだすようになっ

た。人々はピアノニ重奏曲に魅了され、多くのアマチュア

演奏家もピアノアンサンブルの魅力に引き付けられ、独奏

演奏では弾いた事のない作晶を演奏するようになった。

　Wか．λ．五（1879－1945）は「ピアノニ重奏の流行は

他の分野と比較してみると、突然起こったものである。

その為ピアノニ重奏の歴史や技法、将来展望に関する情

報を手にいれることはできない。」ωと述べている。現在

のところ比較的詳しく説明されている参考文献は、

Brod8んツ，B．（1909一）による《τんθλ材oゾτωoP乏απo

PZαツ杭g》である。しかしこの論文さえも、W乏θグ，λ．

E．による《rんθ1⊃乏απo》という論文の一部にしかすぎ

ないのある。つまり《τ加〃α0〃〃απEπC二yCZ0ρθゐα

o∫〃α8乏Cα〃〃α8乏C三απ8》に同じく記載されている。

ピアノニ重奏にっいての他の参考文献は内容がかなり限

られている。

　その内容は音楽百科事典に記載されていたり、雑誌や

新聞の記事を基にしており、従って内容の深いものでは

なかった。これらの論文のほとんどは単に演奏面のみを

強調し、ピアノニ重奏の突然の流行、ピアノによる合奏

のオーケストラ的効果を述べているだけである。

　ピアノ独奏曲の演奏に関しての本は多い。歴史、構造、

ピアノの美学についての論文は豊富にある。教育学、演

奏技術、演奏解釈にっいての本も多く存在する。数え切

れないほどの論文が、芸術家、学者、教師によって書か

れてきた。生徒、演奏家や芸術家はそれらの資料を簡単

に手に入れる事ができる。しかし、ピアノニ重奏の学問

的研究がほとんどされてきていないのは何故かというこ

とを調べる事は難しい。この複雑な内容を含んでいる高

度で実践的な研究を行うことは、輿味をそそるものであ

る。専門的な研究の必要条件はその研究対象に積極的に

取り組み、その研究成果を認識することである。この必

要条件に答える事ができる長い期間ピアノニ重奏を行っ
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てきたピアノニ重奏者によると、演奏家は自分の演奏に

主観を入れず、科学者が研究結果を仮定から推論的に導

くように、個人的感情を入れず、客観的で公平な態度で

研究を行うことである。

　ピアノニ重奏の時代が到来した。演奏家の先駆者たち

は音楽の世界に自分たちの意見を正確に述べ、ピアノニ

重奏に対しての偏見や蔑視に立ち向かい、音楽界に新し

い道を広げていった。今、ピアノニ重奏の演奏活動は活

発になり、人々は受け入れ始めた。そしてピァノニ重奏

への興味は刺激され、知的好奇心が起こった。この分野

を勉強したい人達には、資料を入手したいという願望が

わき起こり、必要をみたすような情報は今増加してきて

いる。

　私の研究はピアノニ重奏作晶だけでなく、ピアノニ重

奏の歴史、本質、それらに関する問題点の研究も意図し、

取りかかりたいと思う。ピァノニ重奏がまだ展開中の段

階であるので、歴史的側面からの十分に釣合のとれた見

方ができないし、全ての問題点に答える事はできない。

　これまでの科学の発見や活気に満ち溢れた科学の進歩、

そして又、永遠の動機となる芸術的な真理の探求が、研

究者にとって、満足感と幸福感として真理の追求の中に

見いだされる。っまり科学の研究とP三απo　Dαoの研

究の同質性は、“過程が重要”というテーゼヘと導く。

（1）Fo〃Hα〃8珊α乙PZαツα8Tωo，丁加五畝dθ”，

　　1）εcθηz6θr　1933，　P．809

（2）肋θ助柵oゾ肋8θ肋Zθ，Pα犯P6ρθ8，F伽ひαび

　　1949，P．162

　（3）　0pθrααπd　Coπcθ材，λρr〃1949

（4）S肋θ肌θ械6ツλ肋rごE．W1θr，加αパ柳o－

　　dαC乞0rV　π0乙θ　ご0　　乙んθ　θ88αV　　0π　　1「αノ0一一P乞αη0

　　PZαツ加g6ツγθrα抄0d8伽乏π伽〃αC〃〃α几

　　EπcツcZo一ρθd｛α　oゾ〃α8乞c　απd　〃α8乏c乏απ8．1938，

　　ρ．1898

　以上は〃o肋πんααθグ，且著の「Dαo－P乞απ三8肌」の

抜粋及び要約である。

皿一2連弾‡3

　音楽史において不思議で、魅力的なエピソードの一っ

は、連弾という芸術の向上と衰退である。同じ鍵盤を二

人で弾くという特別な室内楽の形式は、18世紀後半のピ

アノ導入以前にはほとんどなかった。その後〃oZα材，

肌λ（1756－1791）や、彼の同時代の作曲家によって作

曲され始めた頃、ほんの少しの涌き水だった連弾曲は、

Scん泌θれ，F．（1797－1828）の時代には、小川の流れに
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なり、短期間で19世紀の音楽生活全体に氾濫するほどの

大きな河の流れとなった。

　19世紀末、連弾の潮流は連弾がわき起こった時と同様

に、突然衰えてしまった。その後には、多くの無味乾燥

なサロン音楽や編曲の作晶が残った。しかし、これらの

作晶の他に、稀にみる美しく、真珠のような名作も隠さ

れているが、全ての連弾曲とともにほとんど忘れられて

しまっている。音楽が再発見されている現代、バロック

時代の取るに足らない作曲者でさえ、シュヴァンの作晶

目録（8C肋ω伽πL0πgρZαツ加gグθC0グ∂0α〃0g）

にかなり記載されている。だから、これまで無視されて

きた連弾作晶にも、もう一度光があてられるべきである。

　この本の扱う範囲は、連弾という形式を自分のものと

した〃ozα材から1）θ肋88γ，0．（1862－1918）に至る偉

大な作曲家達の連弾手法で作曲した作品に限定する。連

弾のレパートリを豊かなものにした、多くの無名の作曲

家たちは取りあげない。また、他の形式の作晶を連弾用

に編曲した作晶は取り扱わない。実際それらの作晶は、

出版されている連弾作晶のレパートリーにおいてかなり

の部分を占めている。

　τoびθツ，D．（1875－1940）は、もし音楽愛好家に「あな

たの知っている連弾は何ですか。」と尋ねたら、「ハイド

ンのシンフォニーですね。」とこう答えるだろうと言っ

ている。Hαツ伽，F．∫（1732－1809）の交響曲や連弾用

に編曲された交響曲は決して連弾曲ではない。それはピ

アノ独奏用に編曲された交響曲が、ピアノ曲でないのと

同じことである。連弾用の編曲作晶には例外もある。例

えば、Bεθ肋ooθπ，L．o．（1770－1827）が“Gグos8θFひ一

gθ’’を彼自身が連弾用に編曲した例があるが、それは

明らかに特別なケースである。

　この本では二台のピアノ作晶も取り扱わない。しかし

研究するにはとても面白い分野である。この分野は

〃’o〃θ肌んαひθr，H、（1906一）の“Dαo－p三απ乏8肌”とい

う本で、見事に述べられている。連弾曲と二台のピアノ

作晶のどちらも弾いたことのある人なら、誰でもこの二

っの形式のスタイルと性格の相違に驚くに違いない。二

台のピアノ作品には、各々の奏者に自由性があり、そし

て独立しているが、同じ鍵盤で二人のピァニストが肩を

寄せて弾く連弾では、パートナーの間に共感と相互作用

が生まれる。必然的に、二っの形式の違いというものが

作晶に現れる。二台のピアノ作晶にはオーケストラのよ

うな華やかな妙技が使われがちであり、連弾はむしろ室

内楽的傾向がある。

　19世紀に連弾が流行った理由を調べるのは面白いと思

う。ピアノ以前の鍵盤楽器、例えばハープシコードやク
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ラヴィコードは音域が狭すぎたので、一台の鍵盤を二人

で弾くには無理があった。その上、これらの楽器の音量

の幅はとても小さいものであったので、四手で演奏して

も音量の効果はなかった。そして初期の比較的巧妙な対

位法スタイルは、一人で充分弾きこなすことができたの

である。しかしその後のピアノは、音域、力強さ、そし

てペダルが考えだされてから、より響きを増すために第

二奏者を加えるという機会が与えられたのである。19世

紀におけるドラマティックで和声的な形式の音楽は、こ

のように声部を倍にして音量を補強することで大きな利

点を得ることができた。

　昔は連弾という新しい形式も芸術的に認められていた。

そして同様に社会的にも認められるようになった。20世

紀の自由な社会習憤においては、19世紀という時代がど

れだけ社会的な交際の機会が限られているかを想像する

のは容易ではない。だが、連弾は若い人々、特に異性同

志が親しくなる好ましい機会を提供した。多くの連弾作

品の中には、パートナー間で手を交差させるものもある

が、それは単なる偶然ではない。音楽自体あまり必要と

されないところにでも、手を交拳する手法が使われた。

G油g，五．H．（1843－1907）の伝記を読んだ人は、彼が

従姉妹と8cα肌α舳，月．（1810－1856）の交響曲“春”

を連弾をしている時、お互い愛し合っていることに気づ

いたことを覚えているだろう。19世紀にどんなに多くの

カップルが連弾を通じて結婚したのか想像するのは、ちょっ

と危険なことであるが、多分多くの人は愛し合ったので

あろう。世の中が自由な雰囲気になった現在、連弾の社

会的必要性は消えつつある。連弾の大切な効用である編

曲による演奏行為が、ラジオや蓄音機という20世紀の発

明とともに姿を消している。っまり音楽愛好者は素晴ら

しい交響曲や室内楽の曲を聴きたい時、連弾の編曲版は

今や必要ではない。20世紀の音楽の性質は19世紀の単純

な音楽の傾向から、電子音楽や非常に複雑な12音技法な

どの新しい研究により方向を変えていった。そうした中

で、幾つかの素晴らしい連弾作晶がないというべきでは

ないが、20世紀の音楽の傾向の主流ではなくなった。

　良きにっけ悪きにつけ、連弾は主に19世紀の芸術であ

る。今では19世紀の音楽はちょっと時代遅れとなった。

しかし、なんと素晴らしい時代だったのだろうか。その

時代が遠ざかってしまった現在、19世紀という黄金時代

のある側面を取りあげようという動きが始まっている。

芸術においても文学においても、そして勿論音楽におい

てもそうである。忘れられた連弾作晶の傑作は、もう一

度音楽の宝物として大事にされるべきである。

以上は〃6加，E著の「肋θP三απo　D肋」の抜粋及

び要約である。

皿一3　Moldenhauer，H．とLubin，E．について

　〃0〃θ肋伽θr，H．

　Hθωα86oひm加〃α加z，Gθr肌αツ．Hθgrα伽α肋

cα肌Zα〃θ介o肌伽肋帆απ68此Gツ肌ηα8乞舳oμ乞8

πα肋θC伽．rんθ伽流0〆S肌ひ8三CαZ8むα伽SωθrθCαグー

油d0πC㎝C〃グθ肋Zツω励桃αCαdθ〃C8Cん00Z杭g．

　λ肌0几gん乞8吻C加rSωα8むんθrθπ0ωηθd

C0π肋伽グクα沁τHα鵬月086α〃，伽π伽鮒0r
0μ加〃α8乏肋0CんSC肋Zθ．

　λ伽グ伽θツθαr8μπ∂ぴむ加H肋グrθg乏肌θ，んθ

cαη7θ　左o　むんθ　乙rη北θd　Sむα・むθ8　乏π　1938．1了θ　ωα8g乞ひθπ

C肋2θπ8加ρ0∫加8αd0ρごθdC0α脈ツω舳θ8ε〃杭g

ω棚伽〃0α〃α杭τグ00ρ80〃んθひ．8．λ舳ツ．

　1子ε　んαs　Z乞0θd　乏π　むんe　lVOr乏んωθsむ　s乞πcθ　1939

！oαπdθd肋θ助oんαπθCoπ8θグびαむorツ加1942，απd

んα8伽θC肋伽乞π8批〃0π8乏πCθ加乏肌ψ主0π．

Hθん0〃8伽∂昭グ㈱0∫BαC加ZOr0ゾル君8，
D0伽グ0∫〃α8三C，α〃DOCむ0グ0∫F加λ伽．

　工’泌杭，万．

　HθωαSα肌α8乏CCr捌C∫0r肋θW舳γ0油乃肌θ8
dαr6πg　1949－50．　λ！むθrグθcθ加乏πg　ん乏8　〃α8蛇〆8　dθ一

grθθ介o肌0oZα肌況ατθαcんθ〆8Co〃θgθ加1Vεω

γo油，加ωθ肋広oCα蜥om乏αω加グθんθ8伽伽dω肋

五mθ8畑Zooん，α〃肋θ几むoPα桃ω加陀加8伽ホθ∂

ω北ん　工）α汽び8　λ4”んααd．　1＝∫θ　んα8　ω0η　むんθ　Bθαグπ8

P沽θ∫0r00mρ08肋0παπdんαS乙伽g肋α之N舳

γo〃8批gん8cんooZoμ加Pθげoグ肌加gルお．

　以上は著作背表紙より抜粋した。

　二人の著作にっいて、我が国においては成書としてこ

れらにっいて記述した論文がほとんど見られない。従っ

て、この小論の意義も存在するのではないだろうかと考

える。

皿一4　八手によるピアノ曲

　この項において筆者の論文「I」と「皿」で、論及し

なかった連弾とピアノニ重奏の合体したものと考えられ

る八手幸4及び十二手幸5の作晶の演奏1指導にっいて述べ

る。これらの作品演奏にっいての印象を彼ら（学生）に

聞くと、以下のことを挙げた。この作晶は学生達だけで
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演奏したものである。

　1：演奏する人数が増えるとリーダーシップをとって

　　いく者の重要性を感じた。

　2　学生同志の連帯感が芽生えた。

　3：自分の意志と友人の意志の協調性が重要である。

　4：自分が先生から一人立ちしているという意味の感

　　覚が存在した。

　5：団体行動の規範が理解できた。

　6：先生の手助けが欲しかった。

　以上の考え方から理解できることは、筆者とのピァノ

ニ重奏では体験できない学生達の連帯性と自立性を推察

することができる。ここで1994年3月の演奏会でS肌θ一

むαπα作曲のSoπα如を演奏をした学生達の体験例を、

アンケートを基に具体的に記す。

　第1ピァノのPグ乏肌α担当一S嬢

　1．二台四手、及び二台八手のピアノ作晶演奏の第1

の難点は、全奏者の意識の集中カをとこまで維持できる

かではないかと思う。集中力はピアノによる合奏のみだ

けに必要なことではない。この集中力は全ての“合わせ

もの”合奏においても言える。最初の第一音から最後の

音までの全てにおいて、注意を払わねばならない。特に

八手の作晶では、第1ピアノのPr加αを担当する者は、

指揮者の役目も兼ねていると考える。

　2．合奏は演奏する全員で作り上げるものであるが、

八手の作晶演奏ではリードする者と他の奏者間の信頼関

係の重要性を特に感じた。例えば、合図の出し方におい

て図＊9、＊10、＊12の場合では違う。＊12の場合で

は、相手の呼吸などはアイコンタクトではっきり察知でき

るが、＊9、＊10の場合、練習時ではヘッドコンタクトで

かなり練習を積み、間合いなどを漸号し、アイコンタクト

で演奏開始ができていくようにすべきであると考える。

　3．作晶の構成を把握すること。作晶のアナリーゼは

独奏演奏においても重要な課題でもある。八手の作品の

場合アナリーゼの量は四倍になるので、特に第1ピアノ

のPr乞帆αを担当する者は、楽譜をスコア形式に作り直

して研究すべきであると思う。

　4．ペダルの使用方法の研究の重要性。二台八手のピ

ァノ作晶の場合、一台のピアノでは連弾であるから、ペ

ダルの使い方、手の交差等、細部にわたって8θCo〃α

担当者と綿密な打ち合わせをしなければいけない。例え

ば、第1ピアノのPグ乏肌α部分にはペダルを使用した方が

良い場合、しかし8θC0〃α部分はペダルを使用しない方

が良いという時、響きをよく聴いて、どのような箇所にペ

ダルを使用するか充分に研究しなければならない。
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　第1ピァノのSθco〃α担当一M嬢

　1．ピアノニ重奏の魅力は二人の心の音覚を他人に伝

達することではないかと思う。

　2．合図の方法の研究の重要性を考えさせられた。ど

のような合図の仕方がSεC0π∂αを担当する者にとって

最善であるかを常に考える。ペアを組んで個別に練習す

る場合（＊7）、Pグ三肌α担当の左横に座っている為、相

手の呼吸や演奏し始める雰囲気ははっきりと感じ取れる。

＊12の場合でも、＊7での練習ほど相手の呼吸は察知

できないが、人間の持っ視野の範囲から、横に顔を向け

て相手の顔を見なくても、自分の視野に、相手の手の動

きが入って理解出来る。しかし＊9、＊10では相手奏

者との距離間がかなりあるので、合図に関して綿密な打

ち合わせが必要となることを感じた。

　3．音量1音色の研究が重要であると考える。我々は

常に同一機種、同一製造会社のピアノで練習できない。

特に、音色は製造会社によって歴然と差がある。又ピァ

ノの位置や練習場所など様々な状況⑧要因により、音色

や音量が変わることにも留意しなけれはならないと思う。

　4．四人で一っの音楽を作りあげる時、音楽的表現

（音色の研究も含む）を同じにするにはどうしたらよい

のか。個人々の練習の上に、四人での練習時間を共有す

ることで少しづっ解決できると思う。練習時間の共有は、

個の自己主張を押さえて、共同で音楽を作り上げている

という気持ちを常に持たなければならないと思う。

　第2ピアノのPr加α担当一A嬢

　1．四手及び八手のピアノ合奏は、想像以上に難しい

と感じた。

　2．異種楽器との合奏と同種楽器との合奏の相違点は

何か、ということを考えさせられた。我々学生は卒業後

教師となり、教育現場で種々の楽器の演奏⑧指導を目的

として、大学生活四年間、様々な楽器に接する機会を持

ち、共に合奏するという楽しみを味わった。しかし同種

楽器による合奏の経験は非常に少なかった。異種楽器と

の合奏は、伴奏という形で合奏に参加できる。異種楽器

との合奏においても合わせるということは勉強西課題で

ある。合わせるということは、共に練習段階において、

特に我々は狭い練習室での練習から始めるので、相手と

合わせるという呼吸がはっきりと認識できる。相手の癖

やタイミングを掴み、練習を積み重ねで解決できる。し

かし同種楽器による合わせる練習は、ピアノの設置の仕

方の違い、っまり並列に設置（＊9）か、交互に設置

（＊12）か、又部屋の大きさの違う練習室では、呼吸を

感じとることが違ってくる。常に同じ状態で練習を積み
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重ねていけないところにピアノの合奏の難しさがある。

　3．二台八手の作品の場合、88鍵x2の176音を四人

で演奏するのであるから、演奏効果をよく理解していか

ないといけないことを感じた。ピアノという万能楽器は、

オーケストラ的効果を作りだすことができる。故にそれ

ぞれのパートの役割の違いをよく理解し、作曲者の意図

を把握していくことが大切であると感じた。

　第2ピァノの8θco〃α担当一F嬢

　1．最初、このパートを割り当てられた時困惑した。

つまり、二台四手のピアノ演奏では第1ピアノを担当し

たが、二台八手の作晶では第2ピアノのSθco〃αを担

当するので、自分の演奏スタイルの変更が上手く

0んαπgθできないのではないか、又主役とわき役の音の

響きが自分の中で交錯してしまうのではないかと感じた。

　2．第1ピアノは勿論、第2ピアノのPr三肌αにも自

分の方が合わせる、否合わせなければいけないという気

持が、自分の演奏を消極的にするように思う。自分の役

割は黒子的存在であるが、黒子という存在があるが故に、

他のパートがより良くなっていくという自負を感じ、建

物に例えれば、コンクリートの土台の大切さ、それ故、

自分の置かれた立場によって、如何に音楽作りが変って

いくかという重要さを感じた。

　3．演奏会後に感じたことは、全てのパート、つまり

第1ピアノのP汽肌α、Sθo01〃αそして第2ピアノの

Pr乏肌αを経験する必要性を感じた。それぞれを体験す

ることによって、今までに感じたこととは違う演奏表現

が可能となるのではないだろうかと思った。

　以上、彼らは二台四手、二台八手の作品の演奏を経験

したのである。彼らの意見から、二台八手作品の場合、

特に自分が受け持ったパートの役割の違いがはっきりと

述べられている。役割分担は筆者が学生の性格⑧演奏技

量（特に二台八手作晶の場合、性格の違いが重要と考る）

を考えて決定をした。そして筆者との練習課程では見ら

れない積極性を彼らの中に見た。特に四人で一緒に作晶

作りを行うという、筆者からの一方通行的な音楽作りで

はなく、自立的な行為を感じとることができたのではな

いかと推察する。

皿一5考　　察

　P三απo．0αoについての研究者として顕著な音楽家二

人の著作を中心に述べてきた。そこでも述べられている

ように、P乞απo1）αoの技術と発展は時代により、様々

な変遷を遂げてきたように思える。そしてそれは時代の

流れと無縁ではないと考える。連弾及び二台のピアノ曲

の歴史を振り返ってみれば、最初の連弾曲はCα枇oπ，

1V．（1570？一1630？）の「λγ卯8θ」とτo肌肋π8，τ．（1572

－1656）の「λFαπcツ」である。二台のピアノ曲は、

Fα閉α6ツ，G．（1563？一1640）の「For肋oびかg加αZ8」

である。二台のピアノ曲の方が歴史は古いが、連弾曲は

19世紀の子女教育の為と恋人の愛のささやきという側面

があると思える。一方、二台のピアノの方が連弾よりも

最近好まれる傾向があり、1930年代以後のエポックを作

り、個々の自立性の協調があると思える。つまり「個の

確立圃成熟した社会」という言葉で代表される思考が存

在する。連弾は19世紀、二台のピアノは20世紀の歴史と

対比し、考えられるべきではないだろうか。音楽と歴史

（社会状況）は相互関係があり、人間の心が求める姿の

発露として考えるべきものだと思える。

　19世紀、キリスト教杜会においては、集団から個の独

立が芽生え、種々の学問1芸術が神と一線を画する方向

で発展してきたと言われている。それは、ピァノ演奏の

変転においても無縁ではない。宮廷音楽から家庭音楽へ

そして個人レッスン教師の職業が連弾の発達を促した。

20世紀においては、民族意識の高揚が戦争を勃発させた

と言われている。芸術文化の面においても対比されるべ

き事柄であろう。っまり個々の民族の心が個々の国の音

楽院の教師と学生による二台のピアノ曲を演奏しながら、

その時代の民族音楽を伝達したと考えられる。

　しかしながら、どのような歴史の流れの中にあっても、

P乙απo1）αoの存在理由は、当音楽研究室生たちとの演

奏会活動からも理解されるように、鍵盤楽器を通して二

人の意志⑧同調の基で、「情念を共有する」というこξ

ではないかと論じても、筆者の強弁とは言えないであろ

う。言葉を発せずに、手の表現が鍵盤に乗り移り、二人

のピアノの音が二人の耳に、言葉以上の意志伝達を導く。

そしてその音を聴いた聴衆も、二人の心のささやきが聞

こえ、会場全体に言葉のやりとりではない、音のやりと

りの相互同調が見えてくる。それは音覚を通じた意識、

無意識の共有空間の存在を証明していることではないか

と考える。〃0肋肋αひθグ，H．と〃6杭，万．の著作の研

究をする時、筆者の研究室の学生と大学院生に、その心

の共感を一緒に体験させた。それはP乞απo　Dαoの演

奏とは異なる精神の共有を教育⑧研究させる為である。

　最後に、筆者が何故、連弾よりも二台のピアノを教育・

研究するかについて答える事にする。連弾は二人の気持

ちが身近かに捕らえられ、親近感が増し、恋人のような

同調が得られる傾向が存在すると考えられる。しかしあ
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えて私の研究室の教育の一環としては、二台のピァノを

研究している。又皿一4で述べたように、学生だけで二

台八手の作晶演奏を行い、彼らの自主⑧独立精神の教育

的効果を発育させる為の指導を行っている。それは学生

が卒業した後に、大木としての自立心と自分で、道を切

り開く勇気を与えるのに役立つと考えるからである。

結　　語

　私が指導した学生が、言葉も習慣も異なる国で海外派

遣協力隊の一員として活躍している。そして、又今年の

秋、もう一人が旅立とうとしている。このことは何を物

語るのかを、この論文の最後の部分で考えてみることに

する。

　筆者の論文「I」「■」でも述べたが、音楽教師が何

を学生に伝承・教育できるかと問われれば、それは一生

懸命、練習した時間の積み重ねを叱口宅激励しながら、共

に過ごしたということ、大学の4年間の青春の忠告㊥助

言をしたということ、この学生はこんな性格を持ってい

るから、この方向に適性が存在すると自己認識させてや

ること等が挙げられる。P乞απ0ぬ0を一緒にすること

によって、こちらの情念と音覚が伝達され、それが学生

の気持ちを刺激し、精神の高揚構造が教授されると考え

る。

　言葉は違っても、音を通して共感する、子供の楽しい

音がこちらにも伝わり、学生に我々教師から学んだ、楽

しい心を伝えるということが、見知らぬ人々への好奇心

と相まって、旅立たせるのではないのだろうか。この小

論が異国で音楽を一生懸命教える後輩への賛歌となれば

幸いである。
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脚　　注

＊1．この論文では「PianoDuo」という語は、一台

　のピアノを二人で弾く連弾用、また二台のピアノを二

人で弾く二台用の両者の演奏を意味する。

＊2．ここにおける「ピアノニ重奏」は二台のピアノを

　各々が弾く”Two－P1ano　p！ay1ng”の訳として用い

　る。

＊3．ここにおける「連弾」は一台のピアノを二人で弾

　く”Piano　Duet”の訳として用いる。

＊4．■の③Smetana，F．：Sonata　in　one　move一

　皿ent　for2pianos8hands
＊5．1992年8月31日の演奏会において、アンコール曲

　として学生6名が演奏した。Haydn，J．作曲の

Surprise　symphony　Hob．194をHerbert，Tが編曲

　した楽譜を使用。

＊6．独奏スタイル。（以後、次頁参照）

＊7．連弾（一台四手のピアノ）。

局音音域を担当する演奏者を「Pr1ma」、低音音域を

担当する演奏者を「Seconda」と呼ぷ。

＊8．連弾（一台六手のピアノ）

局音音域を担当する演奏者を「Prma」、中音音域を

担当する演奏者を「Secanda」、低音音域を担当する

演奏者を「Treza」と呼ぶ。

＊9．二台のピアノ曲の演奏スタイル（二台四手のピア

　ノ）客席より見て、左側に位置するピアノを「第1ピア

　ノ」、右側に位置するピアノを「第2ピアノ」と呼ぶ。

＊10．二台のピアノ曲の演奏スタイル（二台八手のピアノ）

＊11．二台のピアノ曲の演奏スタイル（二台十二手のピアノ）

＊12．練習でのピアノの配置。
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